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I 研究の目的

本研究の先行研究として述べた「動物飼育におけ

る低学年児童と動物の『出会わせ方』についての一

考察」1)において,動物福祉の必要性を明らかにした。

中でも,「五つの解放」の概念は,動物にとっての快

適な環境を示し,動物の飼育者にとって重要である

ことを述べた。 しかし,概念を示すだけでは,学校

の現場において普及していくことは難しいと考える。

そのため,本研究では,現状調査から動物飼育の環

境面での間題点を探り,動物福祉の概念を具体化す

ることを目的とする。

n 五つの解放と動物飼育

動物を飼育する際には飼い主の責任として,「五つ

の解放」を満たした快適な生活環境と1年365日の

十分な世話を動物に与えなければならないと考えら

れている2)。「五つの解放は,もともと家畜福祉の

ために提唱されたものであるが,「現在ではペットを

も対象とする動物福祉学にも敷街されている」3こと

から,養老・的場による説明を加えたものを表1と

して示す。

表1 五つの解放(five freedoms)4)5)

1)空腹および渇きからの解放

動物の70-90%は水分でできているが,高齢動物は

水分の貯留が減少するので脱水症状を起こしやす

く注意する必要がある。いつでも「新鮮な水が飲

めるか」ということはとても重要なことである。

そして,動物の種類や年齢,健康状態にあった食

べ物を適切な与え方で給餌することも大切であ

る。

動物飼育における動物福祉について考える際,学

校で飼育されることの多いウサギについて述べてい

く。「五つの解放」を振り返ると,1)のように,水・

食事の重要性はいうまでもない。2)の不快からの

解放とは,動物が落ち着け,適温と清潔が大切とさ

れることに加え,動物にストレスを与えないように

することも大切であることがわかる。 3)には,け

がの予防も含まれると考えられる。獣医師との連携

も含まれるが,ウサギ飼育では,オスの多頭飼いを

しないこともけがの予防として考えられる。4)で

は,不安や恐怖を取り除くという側面で,動物への
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近づき方,抱き方など,「接し方」が含まれると考え

る。また,ウサギはウサギのみの飼育小泉で飼う等

のパ司種の動物飼育を心がけることも含まれると考

(3)調査対象:浜松市の生活科にかかわる小学校教師

90人

愛知県内の小学校教師10人

える。5)運動については,ウサギでは走るような (4)調査方法:質問紙法,実際のアンケート用紙は

運動場を設けることが考えられる。また,歯の摩耗

に役立つような,かじり木なども必要だろう。

これらの観点を児童にもわかるようにより簡易化

し,学校での動物飼育に取り入れるため,五つの解

放を「五つの必要なもの」とした。また,動物の生

活の質のために問題としてあげられている3観点6)

を踏まえ,表2としてまとめた。

表2 動物飼育における動物福祉

1)飼育者の知識不足や過剰な愛店

(餌の与えすぎも含めて)がないこと

「五つの必要なもの」

2

3

遺棄,不用意な繁殖がないこと

動物虐待(ネグレクトも含めて)がないこと

Ⅲ 動物飼育の現状調査

動物福祉の考えをもとに,本章では学校における

動物飼育の現状について明らかにする。そして現状

から,問題点や改善点を考察する。本調査は,平成

21年卒業研究「小学校における動物餅育環境に関す

る調査研究」(愛知教育大学教育学部初等教育教員

養成課程自然系理科教育領域野田研究室4年中山

山衣)と共同で調査したものを使用している。

1動物飼育に関する実態・知識調査

(目的:生活科や動物飼育にかかわる教師の哺乳

類・鳥類の飼育に対する意識や理解につ

いての実態を把握することを日的とする。

(2)調査時期:平成21年5月~10月

-

資料1に載せる。

(5)調査内容:哺乳類・鳥類の飼育に対する意識今理

解について以下の2項日に分けて調査

を行った。

白》飼育の実態調査

O現在の動物の飼育状況について

2)鳥類の飼育について

〈2〉》動物の知識調査

3)ウサギの食事について

4)ウサギ・ニワトリの飼育に対する理解

について

(6)結果及び考察:以下に主な質問回容とそれに対す

る回答の傾向を分析したものを示す。

《1》飼育の実態調査

1)現在の動物飼育状況について

1.現在屋外で哺乳類・鳥類を飼っていますか。

無回答

1%

図1 屋外で哺乳類・鳥類を飼っているかどうか

図1より,現在屋外では銘‰の学校で哺乳類・鳥

類を飼っていることがわかる。
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㈲(現在屋外で哺乳類・鳥類を飼っている学校に

対して)休日の世話は誰がしていますか。(複

数回答可)



図2 屋外飼育に おける休日の世話の担当者

図2より休日の世話については,「教職員」が非常

に多くなっており,児童は休日の世話にはほとんど

参加していない。そのため,飼育担当の教師を中心

に教職員の負担になっていると考えられる。また,

「教職員」が多くなっているのは児童の安全の面か

ら配慮されたことであると考えられる。

(c)(現在屋外で哺乳類・鳥類を飼つている学校に

対して)屋外で飼つている哺乳類・鳥類は何で

すか。(複数回答可)

図3 屋外で飼っている哺乳類・鳥類の種類

図3より飼っている哺乳類・鳥類の種類としては

ウサギが一番多くなっており,次いでニワトリが多

くなっている。図1と図3より,動物飼育を行って

いる学校の75% (68校中51校)がウサギを飼育し

ていることがわかる。

3。生活科で扱っている動物を選んでください。

(複数回答可)

-

図4 生活科で扱つてい る動物

図4より,生活科における動物の扱いは,児童の

目常生活の中でも白分で簡単に捕まえてくることの

できる昆虫類が多く,世話が大変な哺乳類・鳥類は

あまり扱われていない。これは低学年の児童が毎日

継続しての飼育が難しいためであると考えられる。

2)鳥類の飼育について

3.今度飼う哺乳類･鳥類は何にしたいですか｡又は,

飼いたくないですか。(複数回答可)

図5 今度飼いたい哺乳類・鳥類

図5より,哺乳類・鳥類で今度飼いたいと考えて

いる動物はウサギが一番多くなっているが半数が

これ以上哺乳類･鳥類は飼いたくないと考えている。

この46人中,28人が現在屋外で哺乳類・鳥類を飼

育している学校の教師(うち21人がウサギ飼育)

であり,飼育をしている約6害ﾘの教師は今後哺乳類

や鳥類を飼いたくないと考えていることが現状であ

ることがわかる。また,この傾向がウサギ飼育に携

わる教師に多いこともわかる。
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※3.(今後哺乳類・鳥類を飼いたくないと考えてい

る教師に対して)その理由を選んでください。

(複数回答可)

図6 哺乳類・鳥類を飼いたくない理由

図6より,飼いたくない理由としては「世話が大

変」「不衛生」という理由の順で多くなっている。内

訳は,不衛生を理由にしている教師は,18人中12

人が飼育を行っている。そのうちウサギ飼育が6人,

ニワトリ飼育が4人であった。また,世話が大変だ

からという理由をあげた教師は23人中15人が飼育

を行っている。そのうちウサギ飼育が10人,ニワ

トリ飼育は3人であった(一人は両方飼育していた)。

さらに,不衛生という理由と世話が大変という理由

の両方をあげている教師は7人おり,ウサギ飼育は

3人,ニワトリ飼育は2人であった。ここから,飼

育活動を行っている教師にとって,飼育活動が不衛

生であったり,世話が大変であったりするため飼い

たくないと考えていることがわかる。また,「動物の

ことがよくわからないから」を理由に挙げている教

師8人のうち,5人が現在屋外で哺乳類・鳥類を飼

育している学校の教師である。よって,動物につい

ての知識が浅いまま飼育をしている場合もあると考

えられる。

《2》動物の知識調査

哺乳類・鳥類の知識に関する調査を行った。

3)ウサギの食事について

4)ウサギ・ニワトリの飼育に対する理解について

①ウサギについて

②ニワトリについて

全体の結果を表3として示す。

-

表3 動物飼育に関する知識について

表3より,全体の傾向として,正答率は概ね5害ﾘ

であった。ここからは,3)及び4)①について考

察していく。ニワトリについての調査項目は,飼育

環境についてではなく,高病原性鳥インフルエンザ

についての知識を主に設問としたので,割愛する。

結果のみ,資料1に合わせて載せる。

3)ウサギの食事についての調査結果

「ウサギに与えても良いと思うものには0,与え

てはいけないと思うものには×をつけてください。

わからないときには△をつけてください｡」という質

問をした。ウサギの食事についての結果を正答率と

して表4とする。便宜上与えても良いものと与えて

はいけないものに項目を分け,与えても良いものは

正答率の高い順に,与えてはいけないものは正答率

の低い順に示した。

与えても良いものの正答率は,10項目中8項日が

50%以上(下線)であった。特にラビットフードやニ

ンジン,キャベツは95%以上の教師が正解している。

また,オオバコ,タンポポ,ナズナなど,芝生や校

庭に生えていることの多い植物についての正答率も

高いものとなっている。一方,与えてはいけないも

のの正答率は,10項目中6項目が50%以下(点線)

であった。これは平均正答率の差からも読み取れる。

ウサギは草食動物であるため,パンや砂糖菓子,ウ

サギ用おやつ(クッキーやトースト風のもの)を多

量に与えるとおなかをこわすことがある。また,炭

水化物が多く含まれるような穀類,野菜類にも注意

が必要である。パンは給食の残りなどでウサギに与

えることの多い餌の一つかもしれないが,ウサギに

とってはお腹を壊す原因にもなるので与えないよう

に教師が留意する必要があると考える。特に今回

の結果から,与えてはいけないものについての知識

が必要であると感じられる。
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表4 ウサギの食事についての正解・正答率

4)ウサギの飼育に対する理解についての調査結果

第Ⅱ章では,飼育活動における動物福祉について

述べた。そのうち,表2では,飼育者の知識不足が

ないこととして,｢五つの必要なもの｣をあげた。加

えて,アンケート項目を上記の｢五つの必要なもの｣

に基づき五観点に分けて表5に示した。なお,観点

に当てはまらないものは｢その他｣として分類した。

正答率が50%以下のものは下線で示した。

①の食事(水･食事)についての設問は,4項目中,

2項日が正答率50%を下回った。 :EE答率77%の｢ウ

サギに水を飲ませると病気になる(×)｣は,以前は

ウサギは水を飲まないと信じられることが多かった

が,現在はウサギは多くの水が必要であることが認

識されているといえる。｢休日はエサをやれないので,

金曜日にたくさん餌を与えておいた方が良い(×)｣

を誤答した教師は,休目に餌をやれない場合,せめ

て金曜日に多めに与える,という意味で正解とした

のかもしれないが,休目も餌を与えなければいけな

い。また,｢一日に餌は一回与えるのが良い(×)｣の

項目と合わせると,多くの小学校で飼育されている

ウサギは,毎日一度の食事で,休日は金曜目に与え

られた食事のみという場合が多いことが懸念される。

｢ウサギは自分の糞を食べる(○)｣という

表5 ウサギの飼育に対する理解の結果
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ウサギの習性もあまり理解されていないようである。

ウサギの糞には2種類あり,自分の肛門に口を近づ

けて食べる糞は,盲腸便といい,ウサギに必要なた

んぱく質やビタミンB群を摂取している。肥満によ

って肛門に口が届かなければ,盲腸便を摂取できな

く,栄養不足となるのである。 ウサギを飼育してい

るならば,ウサギにとって重要な食事の一つとして

認識したい。

②の快適さ(適温,清潔)についての設間は,
一
-.つ

の項目全てが70%以上の正答率であった。ウサギの

小屋に目陰が必要であることを理解している教師が

多いことがわかる。また,ウサギが暑さに弱いとい

うことも十分理解されているといえる。また,子育

てのためにウサギが安心できるような環境を作るこ

とが必要であることも理解されているといえる。

③の設問,健康(獣医師,オスの個別飼育)は,｢一

つの小屋にオスは2匹以上いたほうがいい(×)｣の

正答率は57%であり,ウサギは一匹の雄に対して複

数の雌で生活し,オスが多いと争いがおこることが

概ね理解されていると考えられる。しかし,｢ウサギ

は一年で大人になる(×)｣項出ま,全項目中14%と

最も正答率が低かった。ウサギは,雄は生後4~9

ヵ月,雌は6~10ヵ月で繁殖可能になる。一匹のウ

サギで一回に4~10匹,一年に8回まで子どもを産

むことができる7)ため,相当飼育環境に配慮しなく

てはならない。これらの結果からは,オスは2匹以

上同じ小屋にいない方が良いことは理解されていて

も,ウサギが約半年で大人になることが理解されて

いないため,ウサギが増え,けがをするという悪循

環に陥っている可能性がある。そのため,本節図6

でも示したように世話が大変と感じる教師が多いの

ではないかと考察する。

また,この健康の項目は獣医師との連携も含むと

考える。本調査では,ウサギ飼育の知識を問うもの

であったので,獣医師と連携しているかについては

問わなかったが,飼育動物が急に元気がなくなった

り,けがをしたりする場合に速やかに獣医師に診せ

られるような体制を整えておくことはやはり重要で

ある。小学校学習指導要領解説生活編には｢専門的

な知識をもった地域の専門家や獣医師などの多くの

支援者と連携して,よりよい体験を与える環境を整

える必要がある｣8にとが明記されている。

④の安心(接し方,ウサギのみの飼育)についての

項目は,5項目すべてで50%以上の正答率であった。

ウサギが安心するような接し方は,心掛けられてい

ると考えられる。

⑤の運動(運動場,かじり木など)については,適

当する項日が｢ウサギの歯は生え替わる(×)｣のみ

であったが,正答率が21%と低い結果となった。ウ

サギの歯は一生伸び続けるため,噛み合う歯同士を

すり減らすことで正常な長さが保たれる。この習性

について理解されていなければ,歯をすり減らすた

めのかじり木々牧草の繊維質が与えられないことも

考えられる。歯がすり減らなければ,歯が伸び,口

の中を傷つけたり,食べることが難しくなったりす

るため,重要な知識といえるだろう。

N 現状調査のまとめと改善点

1 調査からわかったこと

本研究では,動物福祉の観点で環境を改善・充実

するために,先行研究を踏まえて理論研究や現状調

査などを行った。理論研究では,動物福祉の考えか

ら,動物の生活の質を高める必要があることがわか

った。そのためには飼育者の知識が重要であり,「五

つの必要なもの」としてまとめることができた。実

態調査の結果は,現在屋外で哺乳類・鳥類を飼育し

ている学校が7割と多かったものの,生活科ではな

く飼育委員会での活動が多いこと,休目の世話の担

当者は教職員が多く,負担になっていることがわか

った。また,今後動物を飼育したいと考えている教

師は少なく,不衛生や世話の大変さが理由として多

くあげられた。知識調査と関連させて考察すると,

不衛生や世話が大変と感じている教師ほど,知識不

足にある傾向があった。また,動物を飼育していて

も,「動物のことがよくわからない」と感じている教

師もおり,教師が理解しやすい動物飼育についての

資料が必要ではないかと考える。

ウサギの食事についての知識調査では,ウサギに

とっておなかを壊す原因となる「パン」を,与えて

も良いと考える教師が多く,啓発が必要であると考

える。また,ウサギの飼育に対する理解についての

調査では,「五つの必要なもの」の観点から考察した。

②快適さや④安心の項目については理解が高かった

ものの,①食事の項日では,餌の回数について,③
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健康の項目では,ウサギが半年で大人になることに 合わせて掲示していた。動物飼育の中で,児童が名

ついて,⑤運動の項目では,ウサギの歯が伸び続け 前をつけ,呼ぶことによって愛着を増し,結果的に

ることの理解が不十分であることがわかった。 継続的飼育のための手段となると考えられる。

本稿では,紙面の都合上,掲載ができなかったが,

本実態・知識調査と並行して,ウサギを飼育してい 2 改善のための指標

る小学校10校に協力を得て,インタビュー調査及 調査結束から,動物の習性について理解されてい

び現地調査も行った9)。その際,特に個体数が多い ないために管理が困難な場合が多いことがわかった。

学校ではウサギに名前が付いていない現状があった。 また,「五つの必要なもの」の理解に差が大きく,全

また,一匹のみの飼育でも,名前のない場合もあり, ての必要なものが均一に動物に与えられているとは

ただ飼育しているだけの状態になっていないかが懸 考えにくい。よって,飼育環境の改善のため,教職

念される。伊藤裕康は,学級で動物を飼うことにな 員が管理しやすい飼育環境をまとめて示すことが必

ったとして,児童がまず話題にするのは,動物の名 要なのではないかと考えた。また,動物の習性を合

前であるとし,「命名して,その名前を呼ぶ度に,そ わせた管理の要点を示すことで,より動物にとって

の動物への愛着は増していく」1o)と述べている。例 も,飼育者にとっても良い動物飼育になると考える。

えば,名古屋市立I小学校は,飼育しているウサギ なお,飼育小屋全体の改善については,改修が必要

について,「ミルキーの説明 ミルキーはタンポポと な場合も多く,予算の関係で困難であると考えられ

違い鼻が黒い 耳がギザギザ タンポポより鼻のま るので,日常の管理という面から改善点をあげる。

わりが黒い」という児童による説明書きを飼育小屋 この指標を図7とする。

に掲示していた。また,ウサギを6匹飼育している まず,「五つの必要なもの」とそれに関わるウサギ

愛知県みよし市立C小学校では,各ウサギの写真も の習性について知ることが必要である。
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①食事については,「ウサギは草食動物である」と 改善の指標として,図7,表6をあげた。「五つの

いう習性を踏まえ,パンを与えないこと,繊維の多 必要なもの」があり,見通しのある世話ができ,衛

い餌を与えることが要点である。また,餌は一日二 生的な動物飼育になることを願う。また,「子どもに

回,水人れや食器入れも丁寧に洗うことを心がけた とっても,動物にとっても飼育コーナーは快適な空

い。②快適さについては,清掃はもちろんのこと, 人Ju)であるべきだし,教師にとっても快適な空人

「ウサギは暑さと湿気に弱い」という習性を踏まえ, であることが,環境において動物福祉が高まった姿

季節に応じた管理に気を配りたい。この季節に応じ と考える。

た管理は,表6として示した。また,雨の後の管理 【引用・参考文献】

や隠れ場としてのU字溝,土管,巣箱を用意したい。 1)松本みゆき「動物飼育における低学年児童と動物の「出会わ

③健康については,「ウサギは半年で大人になる」と せ方」にっいての一考察」愛知教育大学生活科教育講座紀要

いう習性を踏まえ,頭数管理を第一に考えたい。こ 『生活科・総合的学習研究』第7号2009年pp.115-122

こでは,獣医師との相談体制が必要である。また, 2)山口千津子「子どもと動物英国における動物愛護教育」文

病気の予防のためにも,健康を記録するシートを準 英堂出版『JVM』第59巻第2号2006年p.ll2

備したい。④安心については,(ウサギにとって人人 3)武内ゆかり「破綻する生活-ペットの問題行動と飼い主」森・

はとても大きい」ことを踏まえ,近づき方,抱き方 奥野編著『ひとと動物の関係学第3巻ペットと社会』岩波

について児童に指導する機会を設けたい。また,動 書店2008年p. 174

物に関する情報をこまめに得るよう心がけたい。動 4)ヤスミン・デブー「効果的な動物福祉教育は子どもの心と考

物が安心して生活できるよう,一部屋に一種類の動

物を飼うことや,動物との心理的な距離を縮めるた

めにも,動物に名前を付けて世話をしたい。⑤運動

については,「ウサギの歯はずっと伸びる」という性

質を知り,木や繊維質のものなど,歯をすり減らす

ことのできるものを用意したい。また,飼育小屋だ

けでなく,掃除の時やふれあいの時にウサギが走る

ことのできるような運動場を作るとよいだろう。

表6 ウサギの季節に応じた管理

え方を変える」『人と動物の関係学会誌』2006年p.23

5)養老孟司・的場美芳子「動物は自然-ペットからコンパニオン

アニマルヘ」森・奥野編著『ひとと動物の関係学第3巻ベ

ットと社会』岩波書店2008年pp.126-127

6)池本・小方『獣医学概論』文永堂出版2007年pp. 121-122

7)『学校飼育動物の診療ハンドブック』目本獣医師会2000年

p.l5

8)文部科学省「小学校学習指導要領解説生活編」日本文教出版

2008年p.36

9)インタビュー調査及び現地調査

調査時期:平成21年5~10月

調査対象:愛知県内の飼育活動にかかわる教師(10人)

・愛知県刈谷市立A小学校(4月16日):現地調査のみ

・愛知県刈谷市立B小学校(5月22日)

・愛知県みよし市立C小学校(5月29日)

・愛知県刈谷市立D小学校(6月19日)

・愛知県安城市立E小学校(6月24日)(3人)

・愛知県刈谷市立F小学校(7月2日)

・愛知県刈谷市立G小学校(9月7日)

・愛知県名吉屋市立H小学校(10月21日)

・愛知県みよし市立I小学校(10月27日)

10)伊藤裕康「場所への愛着をはかる生活科の授業」香川大学教

育学部研究報告第1部117 p.7

11)宮本・小林編著『生活科の学習環境づくり』東京書籍1991

年p.102
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<資料1>アンケート調査用紙 「動物飼育に関する意識調査」

《1》飼育の実態調査

1)現在の動物の飼育状況についておたずねします。あてはまるものに○をつけてください。

2)鳥類の飼育についておたずねします。あてはまるものに○をつけてください。

現在,鳥を飼育している場合は3,4の質問にお答えください。
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《2》動物の知識調査 (解答及び正答率)

3)ウサギに与えても良いと思うものには0,与えてはいけないと思うものには×をつけてください。

わからないときには△をつけてください。

4)以下の質問に,正しいと思うものに0,間違っていると思うものにXをつけてください。

わからないときには△をつけてください。

①ウサギについて

②ニワトリについて
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